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あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studioささ元気な元気な ややままっっ子子
さやまの教育

「　「　

狭山自慢④狭山自慢④
さやま・リポートやま・リポート

28年度さやま市民大学地域ジャーナル講座28年度さやま市民大学地域ジャーナル講座
修了生がお届けします修了生がお届けします

笑う門には腹話術‼

　「地域の人に笑いを届けよう」と、4つの腹話術サ

ークルの30代～80代の20名が自慢のパフォーマン

スを披露しました。地域の身近な話題を織り交ぜた

腹話術に、観客も興味津
しんしん

々。会場は笑いと大きな拍手

に包まれました。

演者の軽快なトークが笑いを誘います

夢や願いを短冊に込めて

　狭山市入間川七夕まつりに向け、竹飾りを設置し、

市役所を訪れた方にも、願いを込めた短冊を結び付

けてもらいました。この竹飾りは、8月5・6日（土・日）

に、七夕まつりの会場に飾り付け、七夕の妖精「おり

ぴぃ」が織り姫様に届けました。

7月7日㈮／七夕飾りコーナーを設置（市役所）

7月9日㈰／ふくわじゅつ大行進!（狭山台公民館）

水野保育所の園児が市長と一緒に短冊を飾りました

不屈の闘志で全力プレー
7月16日㈰／都市対抗野球大会(東京ドーム)

交通死亡事故０
ゼロ

を目指して

　7月末現在、交通事故死者数が全国ワースト2位の

埼玉県。特に、子どもや高齢者が自転車乗車中に事故

に遭
あ

うケースが増えています。改めて交通ルールの

順守と正しいマナーの実践を呼び掛けました。

7月14日㈮／夏の交通事故防止運動出陣式（市役所）

稲荷山の斜面を彩
いろど

る「里山の宝石」
7月上旬～中旬／稲荷山公園のヤマユリ（入間川）

　稲荷山公園北側の

斜面緑地に自生する

ヤマユリ約750株が

開花。白い花と黄色

の花弁が魅せる出
い

で

立
た

ちから「里山の宝

石」とも呼ばれます。

　地元有志の皆さん

の丹精込めた手入れ

が実を結び、大輪の

花を咲かせてくれま

した。

スタンドを埋め尽くした狭山市ホンダの応援団

　2年ぶり31回めの出場を果たした「狭山市ホン

ダ」。初戦の高松市JR四国戦は10対0の7回コールド

で圧勝しました。惜しくも2回戦で敗退しましたが、

全力で戦い切ったナインには、スタンドから健闘を

たたえる大きな拍手が送られました。

出
陣
式
に
続
い
て
、ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た

ユリ科最大級となる20センチ前
後の大輪が咲き誇ります

美容と健康の処方箋
7月6日㈭／骨盤美立ストレッチ（市民総合体育館）

　腰痛や美容などに効

果があると言われる骨

盤矯正。簡単なストレ

ッチや体幹トレーニン

グで骨盤のゆがみを改

善し、心身ともにリフ

レッシュできました。

土に触れて感性を磨く
7月21日㈮／夏休みキッズチャレンジ（広瀬公民館）

　日常ではできないこ

とに挑戦して、感性を育

む教室。初めての陶芸に

苦戦しながらも、イメー

ジどおりの形に仕上が

り、ちびっこ陶芸家の自

信作が完成です。

　7月21日㈮に、市内の小学5・6年生25名が、狭山

市議会が開催した「子ども・議会体験プログラム」

に参加しました。市議会の仕組みや役割を学びな

がら、市政に興味や関心を持ってもらおうと毎年

開催しており、「子ども議員」たちは市議会議員と

ともに、市議会の仕組みを体験しました。

　初めに行われた常任委員会では、議案説明に対

し、「子ども議員」が次々と質問するなど、議員顔負

けの活発な審査となりました。本会議では、議場と

いう厳かな雰囲気に緊張しながら「子ども議長」が

開会を宣言し、議会がスタート。「子ども議員」は委

員会での審査結果を報告し、討論、採決まで行いま

した。

　子ども達

からは「政

治に興味が

あり参加し

た。議会の仕組みが分かってよかった」、「楽しく勉

強できて時間が早く感じられた」などの声が寄せ

られ、市や市議会の仕事に興味を持てたようです。

　7月22日㈯、東京家政大学で、「子ども大学さや

ま・いるま」の入学式を挙行し、狭山市と入間市の

小学4～6年生60名が入学しました。

　子ども大学は、大学のキャンパスを会場に、大学

の先生などが講師となって、子どもの知的好奇心

を刺激する講義や体験活動を行うもので、今年は、

ものごとの原理やしくみを追求する「はてな学」、地

域を知り郷土を愛する心を育てる「ふるさと学」、自

分を見つめ人生や将来について考える「生き方学」

の3つのカリキュラム

で行われます。

　第1回の講義のテ

ーマは、英語を使った

コミュニケーション。

子ども達は、身振り手

振りを交えながら、慣れない英語で自己紹介を行

い、学びのスタートを切りました。子ども大学は、

今回を含め11月までに全4回の講義を行います。

小学生が市議会を体験

子ども大学さやま・いるまを開校

　9月9・10日（土・日）

に、入間川地区の八
はちまん

幡

神社で、市の無形民

俗文化財に指定され

ている「八幡神社の

鹿
し

子
し

舞
まい

」が奉納されます。この鹿子舞は江戸時

代から続く伝統芸能で、昭和28年と平成17年

には明治神宮にも奉納されました。

　市内には、埼玉県の無形民俗文化財に指定

されている「入曽の獅子舞」などもありますが、

「鹿子」と書くのは、八幡神社だけです。その理

由は、明治の初め、維新政府の神仏分離政策に

より「獅子」は仏教に属するものとして咎
とが

めを

受けた際に、機転を利
き

かせた土地の人が「獅子

ではなく、神の使いである鹿子です」と言って

禁を免
まぬか

れ、それ以来、「鹿子舞」と書くようにな

ったと伝えられています。

　鹿子舞の一
いっ

行
こう

が地区内の社
し ゃ じ

寺を回り、舞を

奉納しながら歩く姿は、それは美しいもので

す。ぜひ、ご覧ください。

◆八幡神社の鹿子舞

日時9月9・10日（土・日）　場所八幡神社（入間川

3‐6‐14）　問合せ太田稔
と し お

夫さんへ☎2957‐7649


